
（案） 

「有機顔料中に副生するＰＣＢの工業技術的・経済的に低減 

可能なレベルに関する検討会」について 
 

１．目 的  

一部の有機顔料が、非意図的に生成したＰＣＢを含有することが判明したことを

受け、本検討会では、一部の有機顔料中で非意図的に副生するＰＣＢについて、工

業技術的・経済的に低減可能なレベル（ＢＡＴレベル）を検討することを目的とす

る。 

 

２．形 式  

本検討会は、３省（厚生労働省、経済産業省、環境省）の合同検討会として開催

され、それぞれの省から委嘱を受けた、化学・材料、工学プロセス、毒性、環境及

び社会経済分析等の分野の専門家で構成される。 

 

３．検討内容 

（１）有機顔料中に副生するＰＣＢに関する実態把握 

（２）有機顔料中に副生するＰＣＢの工業技術的・経済的に可能な低減化の検証等 

（３）有機顔料中に副生するＰＣＢのＢＡＴレベルの検討 

（４）その他（１）から（３）に関連する事項の検討 

 

４．会議及びその結果等の取扱い 

本検討会は、原則として公開で行い、会議資料及び議事録は後日公開する。 

ただし、公開することにより公正かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすおそれが

ある場合、又は特定な者に不当な益若しくは不利益をもたらすおそれがある場合等

は非公開とする。特に、企業秘密に該当する事項を審議する場合は、原則非公開と

し、各企業から提出された企業秘密が掲載された資料等は、会議終了後回収する。

この場合、参加者は、本委員会を通じて知り得た企業秘密に該当する事項に関して

守秘義務を負う。 

 

５．今後の進め方 

３省は、必要に応じて関係事業者に対し、ＰＣＢを非意図的に副生する顔料に関

する情報を求め、会議への出席・説明を求める。 

年内を目途に一部の有機顔料中で非意図的に副生するＰＣＢのＢＡＴレベルの

評価結果を取りまとめる。 

本検討会の実施に当たっては、別途３省により合同で実施されている「有機顔料

中に副生するＰＣＢに関するリスク評価検討会」と十分な連携を図るものとし、必

要に応じて本検討会と合同の会合を開催するものとする。 

また、本検討会の検討結果については、必要に応じて、３省の関連する審議会に

報告する。 
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